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・車両の構造等に関するもの
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定期報告書
の受領

検査実績
【複数台数の申請が可能】

台毎の車台番号必要

車両の構造等に関するもの
・運行の実施体制（運行地域、使用者の管理、運転者
の教育 等）に関するもの

・運行結果の報告体制に関するもの 等
・超小型モビリティに該当するものであること
・運行の実施体制 等
（必要に応じて 関係機関に意見照会）

情
報
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集

軽自動車検査協会

⑤認定書 ④認定認定
検査実績
報告書の受領

（認定の通知）

・一台毎の車台番号必要

申請者 代理人等による

（必要に応じて、関係機関に意見照会）
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⑥受付

⑦検査検査⑧車検証 検査実績とりまとめ

（認定の通知）
申請者、代理人等による
一台毎の現車持込
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輸
局
等

検査報告

⑦検査検査⑧車検証

⑩定期報告定期報告

検査実績とりまとめ

・車検証の備考欄に基準緩和事項を記載

（現車確認）

運行結果を報告（毎年）

使用者

・地方公共団体 （都道府県、市区町村）

・自動車製作者

※1協議会の構成（例）・運営・管理状況
・車両の不具合、事故情報

・運行地域、安全
対策等の事前説明

※２ 超小型モビリティの認定を受
けた車両は、自動車の保管場所
の確保等に関する法律第５条の
規定に基づく届出（対象地域の
み）等、軽自動車の諸制度が適用
される。

使用者

⑨運運 行行

自動車製作者
・商工会議所
・民間法人 等

・認定書（写し）を
携行

される。


